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FUJI KYUKO CO.,LTD. 1

　株主のみなさまには、ます

ますご清祥のこととお喜び申

し上げます。

　平素は、当社事業に対し、

格別のご支援を賜り誠にありがとうございます。

　心から御礼申し上げます。

　上半期におけるわが国経済は、個人消費に持ち直しの動き

がみられるものの、失業率が過去最高水準となるなど雇用情

勢の悪化や世界的な金融危機の影響等による企業収益、設備

投資の減少に加え、景気の下振れ懸念等先行き不透明感か

ら、引き続き厳しい状況が続きました。

　このような状況のもと、当社グループは、レジャー・サービ

ス事業で今夏、「富士急ハイランド」にタワー型回転ブランコ

施設「鉄骨番長」を、また富士南麓の遊園地「Grinpa（ぐりん

ぱ）」のシルバニアビレッジ内にファミリー向け遊戯施設を、

さらに「さがみ湖リゾート・プレジャーフォレスト」に『考える

アスレチック「ピカソのタマゴ」』を導入し、各エリアのターゲ

ットに合わせた施設の展開を図り、需要の創出に努めました。

　運輸事業では、8月に開業80周年を迎えた富士急行線の記

念事業として、観光列車「富士登山電車」の運行や下吉田駅の

リニューアルを行い、鉄道事業自体の魅力づくり、活性化に

鋭意努めました。バス事業の高速バスでは、富士山静岡空港

の開業にあわせて「富士急ハイランド～富士山静岡空港線」

の運行を開始し、事業の拡大を図りました。

　開催2年目を迎えた富士本栖湖リゾート「富士芝桜まつり」

は当社グループの総合力を結集し、昨年を上回る36万人のお

客様にご来場いただきました。

　以上の結果、四半期（中間）の連結売上高は240億22百万

円（前年同期比2.0％減）、経常利益は20億95百万円（同43.5

％増）、純利益は11億75百万円（同69.5％増）となりました。

　下半期におきましても、当社グループを取り巻く事業環境

は、予断を許さない厳しい状況が続くものと考えられます。

　このような状況の中、当社グループは引き続き中期経営戦

略である各事業の「ポートフォリオマネジメント戦略」、「エリ

ア戦略」を推進し、オリジナリティの高い商品・サービスの提

供に努め、企業価値の向上を図ってまいります。また、運輸

事業、富士急ハイランドで安全マネジメントシステムの構築に

取り組むなど、一層の「安全管理」体制の確立をグループ一体

で進めるとともに、地域社会への貢献、自然環境への配慮

等、企業の社会的責任を意識した経営を引き続き行ってまい

る所存でございます。

　株主のみなさまには、今後ともなお一層のご支援、ご指導

を賜りますようお願い申し上げます。

平成21年11月

代表取締役社長　堀内　光一郎

富士急行線開業80周年ロゴマークを制定
富士山と未来を感じさせる日の出を背景に、開業80周
年の「80」の文字と無限大（∞）をイメージ。

車両へのヘッドマーク掲出の他、各種告知物に使用し、
開業80周年事業をPRいたします。

代表取締役社長

堀内 光一郎

ご あ い さ つ
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運輸事業

2 FUJI KYUKO CO.,LTD.

　鉄道事業では、JR東日本と連携し富士芝桜まつり開催にあわせた首都圏からの
直通列車の増発やセット商品を造成し利用喚起に努めたほか、富士急行線開業80

周年を記念して、リバイバルカラー列車の運行、さらに工業デザイナー水戸岡鋭治氏を
起用し下吉田駅のリニューアル及び観光列車「富士登山電車」の運行を開始するなど需要喚起に
努めました。
　乗合バス事業では、不採算路線の改善による効率的な運行を行うとともに、富士芝桜まつり開
催に際し、鉄道と連携を強化した専用シャトルバスを運行、また富士登山輸送の一部路線で運行
期間の延長を図るなど利便性の向上を図りました。
　高速バス事業では、利用客の需要に応じて増便を行うとともに、「東京駅～河口湖駅線」の御
殿場駅及び新木場駅への乗り入れを行い需要喚起に努めました。
　貸切バス事業では、契約輸送の獲得や大口団体の受注を積極的に
行い増収に努めました。
　以上の結果、新型インフルエンザの影響もありハイヤー・タクシーな
どの各事業を含めた運輸事業全体の営業収益は8,674百万円（前年同
期比6.4％減）、営業利益は850百万円（同2.4％増）となりました。
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　不動産販売事業では、山中湖畔別荘地において、従前から進めている高付加
価値商品の「コンセプト・ヴィラ」シリーズ、多様なニーズに応える戦略商品「コン

セプト・コテージ」シリーズに加え、新たに高付加価値商品としてゴルファー向けの新
商品「フェアウェイテラス」の販売を開始するとともに、第1期完売した「ホンカガーデン」の第2
期販売を開始するなど販売活動を積極的に行い、需要の掘り起こしに努めるとともに別荘地並び
に住宅地の更地販売を進め、収入確保に努めました。
　不動産賃貸事業では、用地の活用、テナントリーシング等により、安定的な収益確保に努
めました。
　以上の結果、不動産事業全体の営業収益は1,353百万円（前年同期比0.9％増）、営業利益
は328百万円（同55.2％増）となりました。

ホンカガーデン（イメージ）
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レジャー・サービス事業

その他事業

FUJI KYUKO CO.,LTD. 3

　建設業は、公共工事、民間工事ともに前年収益を下回る結果となり、人材派遣事業
では、製造業の在庫調整の影響を大きく受け派遣人員の減少が止まりませんでした。

　以上の結果、その他の事業全体の営業収益は3,319百万円（前年同期比12.8％減）、
17百万円の営業損失となりました。

　遊園地事業では、4月「富士急ハイランド」のレストラン「フードスタジアム」が、
「富士山エリアのご当地名物食堂」としてリニューアルオープンし、「食」の拡充を
図りました。6月には「戦慄迷宮」を原案にした映画化が決定するなど、話題を集め

ました。7月日本初登場となる、天空の回転ブランコ「鉄骨番長」がオープンし集客に貢献しまし
た。
　富士南麓の遊園地「ぐりんぱ」では、7月シルバニアビレッジに、新規アトラクション「お空の
かんらんしゃ」と「そよかぜサイクリング」を導入し、M78ウルトラマンパークには、「ウェーブス
ウィンガー」をリニューアルした「ウルトラマンスタースウィンガー」が新登場、「おもちゃファクト
リー キッズフジQ」のリニューアルとともに集客アップに努めました。
「さがみ湖リゾート・プレジャーフォレスト」においても、16種類のカラフルな色使いと不思議な
形状のアスレチック「ピカソのタマゴ」が7月にオープンし好評を博しました。
　園内の宿泊エリア「パディントン・ベア キャンプグラウンド」には、トレーラーコテージ6台を増
設し、増加する宿泊希望のお客様の需要に応えました。
　熱海から25分の初島アイランドリゾートに7月クルーザーを模したトレーラーコテージ8台を新設す
るとともに、自然体験型施設「SARUTOBI」がオープンし、夏休みと週末を中心に増収に貢献しました。
　また、「富士本栖湖リゾート」では2年目となる「富士芝桜まつり」を4月下旬から5月末まで開
催し、JR東日本とのタイアップや運輸事業との連携を進め、また物販・飲食の強化を行い、昨年を
上回る36万人のお客様を集めました。
　以上の結果、ゴルフ場事業等を含めたレジャー・サービス事業全体では、ゴールデンウィーク
後半の悪天候や、新型インフルエンザの流行の影響を受け減収となった第１四半期の不振を、遊
園地事業の夏期における新規施設のオープン効果及び、9月のシルバーウィーク期の集客による増
収がカバーし営業収益は12,243百万円（前年同期比2.7％増）、営業利益は1,581百万円（同64.2％
増）となりました。
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4 FUJI KYUKO CO.,LTD.

SE W SI CPON & T

ニュース & トピックス

観光列車「富士登山電車」誕生！
8月に開業80周年を迎えた富士急行線の記念事
業として、工業デザイナー水戸岡鋭治氏デザイン
の観光列車「富士登山電車」の運行を開始しま
した。
「富士登山電車」のほか、記念事業の一環として
昭和20年代、30年代のリバイバルカラー車両も
運行中です。

天空の回転ブランコ
「鉄骨番長」がオープン！
高さ59mのタワーの周りを、最高時速51kmで回転する天空の回転ブランコ
「鉄骨番長」がオープンしました。高さ50mを超える大型の回転ブランコ
は日本初登場になります。
また、「鉄骨番長」CMが、CM総合研究所によるCM好感度調査の“2009
年8月度CM好感度ランキング”で、総合第4位に輝きました。

世界最恐のお化け屋敷「戦慄迷宮」が、究極まで「恐怖」にこだわり
「最恐戦慄迷宮」として全ての部屋と廊下をリニューアル。歩行距離
は史上最長の約900m、体験時間は60分以上になり、更なる恐怖が
襲います。
また、この「戦慄迷宮」を舞台にした3D映画「戦慄迷宮3D」が10月
17日に全国一斉公開され、話題を集めています。

「戦慄迷宮」が史上最長＆最恐にリニューアル！
日本初の３Ｄ映画の舞台に
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FUJI KYUKO CO.,LTD. 5

初島アドベンチャー「SARUTOBI（サルトビ）」オープン！

自然体験施設『SARUTOBI（サルトビ）』は高さ6mに位置する、様々なワイヤーやネット、丸
太で作られたエリアを、冒険気分を味わいながら進む ｢アクティビティ｣（遊具）で構成され
る施設です。
『SARUTOBI（サルトビ）』の「アクティビティ」は全部で20種類。40mのワイヤーに安全帯を
繋げ空中滑走する ｢ジップスライド｣ やロープと丸太でできたつり橋を渡る ｢ウォビーラダー｣
など、バラエティに富んだコースを約40分かけて挑戦します。

新アトラクション続々オープン！
オープン5周年を迎えたぐりんぱでは、シルバニアファミリー
の世界を等身大に体験できる「シルバニアビレッジ」で新アト
ラクション「お空のかんらんしゃ」「そよかぜサイクリング」を
オープンしたほか、屋内型テーマパーク「おもちゃファクト
リー・キッズフジQ」はオープン以来初の全面リニューアルを
行い、プレイコーナーに新しいおもちゃの導入やレイアウトの
変更のほか、大型アスレチック遊具も新たに設置されました。 ©2009 EPOCH CO .,LTD

考えるアスレチック
「ピカソのタマゴ」誕生！

「ピカソのタマゴ」は“自分で考えて進むこと”をコンセプトにした、新しい
タイプのアスレチックで、赤や青などカラフルな色使いと不思議な形状を持
った造形物を前に想像力を使い、アスレチックの規則性や遊び方を見つけ
ながらコースを進んでいきます。
アスレチックは全部で16種類あり、運動系、バランス系、迷路系から運が
必要なものまでバラエティに富んだコースを約1時間から2時間かけてゴール
に向かいます。
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連 結 財 務 諸 表
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連結貸借対照表（要旨）  単位：百万円

期　　別
科　　目

当第2四半期
連結会計期間

（平成21年9月30日現在）

前連結会計年度

（平成21年3月31日現在）

（資産の部）

流動資産 22,038 20,259

　　現金及び預金 8,527 6,910

　　受取手形及び売掛金 2,042 2,098

　　たな卸資産 10,236 9,995

　　その他 1,231 1,254

固定資産 63,806 64,444

　有形固定資産 54,857 55,134

　　建物及び構築物 27,588 27,854

　　機械装置及び運搬具 7,568 7,808

　　土地 16,585 16,532

　　建設仮勘定 403 315

　　その他 2,712 2,624

　無形固定資産 3,054 3,073

　投資その他の資産 5,895 6,236

　　投資有価証券 4,119 4,457

　　その他 1,775 1,779

資産合計 85,845 84,703

期　　別
科　　目

当第2四半期
連結会計期間

（平成21年9月30日現在）

前連結会計年度

（平成21年3月31日現在）

（負債の部）

流動負債 23,875 22,882

　支払手形及び買掛金 2,201 2,224

　短期借入金 16,314 16,648

　賞与引当金 463 475

　その他 4,895 3,533

固定負債 45,937 46,235

　長期借入金 38,941 39,218

　退職給付引当金 1,297 1,344

　その他 5,697 5,671

負債合計 69,812 69,117

（純資産の部）

株主資本 15,975 15,334

　資本金 9,126 9,126

　資本剰余金 3,407 3,407

　利益剰余金 4,930 4,284

　自己株式 △1,489 △1,484

評価・換算差額等 △443 △247

　その他有価証券評価差額金 △443 △247

少数株主持分 501 499

純資産合計 16,033 15,586

負債・純資産合計 85,845 84,703
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FUJI KYUKO CO.,LTD. 7

連結損益計算書（要旨） 単位：百万円 連結キャッシュ・フロー（要旨） 単位：百万円

期　　別
科　　目

当第2四半期
連結累計期間

平成21年4月１日から
平成21年9月30日まで

前第2四半期
連結累計期間

平成20年4月１日から
平成20年9月30日まで

営業収益 24,022 24,500

営業費 21,303 22,457

営業利益 2,718 2,042

営業外収益 101 82

営業外費用 724 665

経常利益 2,095 1,460

特別利益 6 74

特別損失 57 202

税金等調整前四半期（中間）純利益 2,045 1,332

法人税､ 住民税及び事業税 914 640

法人税等調整額 △55 △22

少数株主利益 11 20

四半期（中間）純利益 1,175 693

期　　別
科　　目

当第2四半期
連結累計期間

平成21年4月１日から
平成21年9月30日まで

前第2四半期
連結累計期間

平成20年4月１日から
平成20年9月30日まで

営業活動によるキャッシュ・フロー 4,319 3,281

　税金等調整前四半期（中間）純利益 2,045 1,332

　減価償却費 2,228 2,159

　その他損益等調整額 613 670

　資産・負債の増減額 121 64

　　小計 5,008 4,227

　利息の支払額等 △689 △945

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,466 △2,418

　有形固定資産の取得による支出 △1,813 △2,712

　その他 346 294

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,236 420

　借入金の増減額 △610 956

　その他 △625 △536

現金及び現金同等物の増減額 1,616 1,283

現金及び現金同等物の期首残高 6,844 5,671

現金及び現金同等物の四半期（中間期）末残高 8,460 6,955

（ ） （ ）（ ） （ ）
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単 独 財 務 諸 表
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単独貸借対照表（要旨）  単位：百万円 単独損益計算書（要旨）  単位：百万円

期　　別
科　　目

第109期
第2四半期（累計）
平成21年4月１日から
平成21年9月30日まで

第108期
第2四半期（累計）
平成20年4月１日から
平成20年9月30日まで

営業収益 13,261 12,888

営業費 11,161 11,486

営業利益 2,099 1,401

営業外収益 235 96

営業外費用 606 619

経常利益 1,728 878

特別利益 6 27

特別損失 57 196

税引前四半期（中間）純利益 1,678 709

法人税、住民税及び事業税 687 377

法人税等調整額 △60 △28

四半期（中間）純利益 1,050 360

（ ）（ ）
期　　別

科　　目
第109期第2四半期
（平成21年9月30日現在）

第108期前事業年度
（平成21年3月31日現在）

（資産の部）

流動資産 19,924 17,661

固定資産 56,400 57,016

資産合計 76,324 74,677

（負債の部）

流動負債 19,146 17,797

固定負債 41,754 41,762

負債合計 60,900 59,559

（純資産の部）

株主資本 15,872 15,359

　資本金 9,126 9,126

　資本剰余金 3,399 3,399

　利益剰余金 4,412 3,897

　自己株式 △1,065 △1,063

評価・換算差額等 △449 △241

　その他有価証券評価差額金 △449 △241

純資産合計 15,423 15,117

負債・純資産合計 76,324 74,677
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株 券 電 子 化 の ご 案 内
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株式の管理や取引を効率的かつ安全に行うことを目的として、平成21年1月5日に株券の電子化が実施されました。これにより、上場会社
の株券は一斉に電子化され、株券が無効になりました。
株券電子化に伴い証券保管振替機構（ほふり）に預託されていなかった株式につきましては、「特別口座」に記録されておりますので、今
後のご対応につきましてご案内いたします。

■ 証券保管振替機構（ほふり）に株券を預託していなかった場合

・お手持ちの株券は無効となっております。
・株主名簿（株券の名義）に登録されている名義で開設する「特別口座」に記録されておりますので、株主としての権利は、従来どおり
で変更ありません。

・「特別口座」は、特別口座管理機関である三菱UFJ信託銀行に開設し、平成21年1月26日付けで、株式残高が記録されました。
・「特別口座」を開設した株主様へは、登録されている住所に口座開設のご案内を平成21年2月に発送いたしました。
・「特別口座」では、株式の売買ができませんので、お取引証券会社等のご本人様名義の口座へ振替請求を行ってください。
・振替請求のお手続きにつきましては、11ページの株主メモ記載の三菱UFJ信託銀行電話照会先までお問い合わせください。

■ 単元未満株式をお持ちの場合

・単元未満株式（1,000株未満）につきましては、市場で売買することができません。また、株主総会での議決権もありません。
・特別口座に記録された単元未満株式につきましては、当社への買取請求または買増請求を行うことができますので詳しくは下記の「単
元未満株式の買取請求・買増請求について」をご確認ください。

株券電子化に伴う「特別口座」の開設について

単元未満株式の買取請求・買増請求について
【単元未満株式の買取請求・買増請求について】
当社の単元株式数は1,000株ですので、1,000株未満の単元未満株式は市場で売買することができません。
お持ちの単元未満株式を弊社が買い取るか（買取請求）、もしくは1単元である1,000株とするために、弊社から単元未満株式を買い増す
（買増請求）ことができます。

【お手続きについて】

■ 証券会社に口座を開設されている株主様

口座のある証券会社にお問合せください。
ただし、株券電子化以前に株券が発行されていない単元未満株式（証券会社の口座に記録されているものを除きます）をお持ちであっ
た場合には、株券電子化実施日時点で、単元未満株式は「特別口座」に記録されておりますので、11ページの株主メモ記載の三菱UFJ信
託銀行電話照会先にお問い合わせください。

■ 証券会社に口座を開設されていない株主様

単元未満株式は「特別口座」に記録されておりますので、11ページの株主メモ記載の三菱UFJ信託銀行電話照会先にお問い合わせください。
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会 社 概 況
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連結子会社の状況（平成21年9月30日現在）

［ 運輸部門 ］

● 岳南鉄道（株）

● 富士急行観光（株）

● 富士急平和観光（株）

● 富士急山梨バス（株）

● 富士急シティバス（株）

● 富士急静岡バス（株）

● （株）フジエクスプレス

● 富士急湘南バス（株）

● 富士急オートサービス（株） 

● （株）静岡ホールディング

● 富士急伊豆タクシー（株）

● 富士急山梨ハイヤー（株）

● （株）富士急マリンリゾート

他5社

［ レジャー・サービス部門 ］

● （株）富士急ハイランド

● （株）フジヤマ リゾート

● 相模湖リゾート（株）

● （株）富士宮富士急ホテル

● ハイランドリゾート（株）

● 表富士観光（株）

● 富士急安達太良観光（株）

● 富士観光興業（株）

● 表富士グリーン観光（株）

● 富士急トラベル（株）

● （株）ピカ

他1社

［ 不動産部門 ］

● （株）富士急リゾートアメニティ

他1社

［ その他部門 ］

● （株）富士急百貨店

● 富士急建設（株）

●（株）レゾナント・システムズ

● 富士ミネラルウォーター（株）

他4社

役　　員（平成21年9月30日現在）

取 締 役 会 長
（ 代 表 取 締 役 ） 堀　内　光　雄
取 締 役 社 長
（ 代 表 取 締 役 ） 堀　内　光一郎
専 務 取 締 役 帆　足　雅　晴
専 務 取 締 役 澤　辺　正　恭
専 務 取 締 役 堀　内　哲　夫
常 務 取 締 役 福　重　隆　一
取 締 役 林　　　有　厚
取 締 役 宇　野　郁　夫
取 締 役 秋　山　智　史
取 締 役 藤　田　　　讓

取 締 役 尾　崎　　　護
取 締 役 小　泉　孝　範
取 締 役 石　川　二比古
取 締 役 小　林　正　幸
取 締 役 新　井　正　久
取 締 役 和　田　一　成
取 締 役 勝　俣　　　收
常 勤 監 査 役 矢　野　　　勝
常 勤 監 査 役 清　水　　　守
監 査 役 堀　田　　　力
監 査 役 吉　私　信　一
監 査 役 岡　本　和　也

会社概要（平成21年9月30日現在）

● 商　　　号　富士急行株式会社
　 　　　　　　FUJI KYUKO CO.,LTD.
● 所　在　地　本　　社：山梨県富士吉田市新西原五丁目2番1号
　 　　　　　　東京本社：東京都渋谷区初台一丁目55番7号
● 設　　　立　大正15（1926）年9月18日
● 資　本　金　91億2,634万円
● 代　表　者　代表取締役社長　堀内 光一郎
● 主 要 事 業　 鉄道事業、自動車運送事業、土地建物の売買・貸借・媒介その他各種不動産事業、旅館業・遊園地その他各種観光事業等
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株式の状況（平成21年9月30日現在）

大　株　主（平成21年9月30日現在）

■ 発行可能株式総数 331,695,000 株
■ 発行済株式の総数 109,769,477 株
■ 株　主　数 6,020 名

株　主　名 持株数（千株） 持株比率（%）
財団法人堀内浩庵会 12,912 11.76
株式会社エフ・ジェイ 12,708 11.58
日本生命保険相互会社 10,661 9.71
富国生命保険相互会社 10,652 9.70
朝日生命保険相互会社 7,650 6.97
株式会社東京ドーム 3,052 2.78
富士急行株式会社 2,675 2.44
みずほ信託銀行株式会社退職給付信託スルガ銀行口
再信託受託者資産管理サービス信託銀行株式会社 2,555 2.33

日野自動車株式会社 2,506 2.28
株式会社山梨中央銀行 2,473 2.25

事 業 年 度 4月1日から翌年3月31日まで
定 時 株 主 総 会 毎年6月
株 主 名 簿 管 理 人 三菱UFJ信託銀行株式会社特別口座の口座管理機関

同 連 絡 先
三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部
〒137-8081　東京都江東区東砂七丁目10番11号
Tel.0120-232-711（通話料無料）

上 場 証 券 取 引 所 東京証券取引所
公 告 方 法 東京都において発行する日本経済新聞に掲載
（ご注意）
1.  株券電子化に伴い、株主様の住所変更、買取請求その他各種お手続きにつきましては、原則、口座を開設されている口座管理機関（証券会社等）
で承ることとなっております。口座を開設されている証券会社等にお問い合わせください。株主名簿管理人（三菱UFJ信託銀行）ではお取り扱いで
きませんのでご注意ください。

2.  特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきましては、三菱UFJ信託銀行が口座管理機関となっておりますので、上記特別口座の口座管
理機関（三菱UFJ信託銀行）にお問い合わせください。なお、三菱UFJ信託銀行全国各支店にてもお取り次ぎいたします。

3. 未受領の配当金につきましては、三菱UFJ信託銀行本支店でお支払いいたします。

株主メモ
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12 FUJI KYUKO CO.,LTD.

株主優待のご案内

電車・バス・観光施設
共通優待券 フリーパス引換券 高速バス乗車券 施設割引券電車・バス全線

優待パス

1,000株以上

3,000株以上

5,000株以上

10,000株以上

20,000株以上

35,000株以上
●電車全線乗車
（1枚につき片道1名乗車）
●バス全線乗車
（1枚につき片道1名乗車）
●富士急ハイランド
（1枚につき1名入園、5枚に
つきフリーパス1枚と引換）
●ぐりんぱ
（1枚につき1名入園、5枚
につきワンデークーポン
1枚と引換）
●さがみ湖リゾート
プレジャーフォレスト
（1枚につき1名入園、5枚に
つきフリーパス1枚と引換）

●スノータウンYeti

（5枚につき1日入場滑走
券1枚と引換）
●あだたら高原スキー場
（5枚につきリフト1日券又
はゴンドラ往復券1枚と
引換）
●初島アイランドリゾート
（1枚につき1名入園）
●天上山公園カチカチ山
ロープウェイ
（1枚につき1名乗車（往
復））
●河口湖遊覧船・山中湖遊
覧船・本栖湖遊覧船
（1枚につき1名乗船）
●初島航路
（1枚につき1名乗船（片道）、
2枚につき1名乗船（往復））

●フジヤマミュージアム
（1枚につき1名入館）
●ふじやま温泉
（2枚につき大人1名入館、
1枚につき小人1名入館）

●富士芝桜まつり（富士本
栖湖リゾート）
（1枚につき1名入園）
※ 開催期間をご確認ください。

●遊園地フリーパス
（富士急ハイラン
ド・ぐりんぱ・さが
み湖リゾートプレ
ジャーフォレスト）

●スキー場一日券
（スノータウン
Yeti・あだたら高
原スキー場）

高速バス
乗車券

電車・バス
全線優待バ
ス（表示さ
れた持参人
1名）

注）  高速バス乗車券は、中央高速バス
富士五湖線・富士山五合目線・甲
府線及び東名高速バス東京駅～河
口湖線の当社便に限りご利用いた
だけます。

× 40 枚

× 6 枚

× 4 枚

× 1 枚

× 2 枚

× 1 枚

× 5 枚

× 4 枚

× 3 枚

× 2 枚

× 1 枚

× 25 枚

× 15 枚

× 10 枚

× 7 枚
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ハイランドリゾート
ホテル＆スパ

1枚につき1室室料
20％または自社企画
宿泊商品10％割引ホテルマウント富士

ホテルマウント富士 
プール割引券

20％割引（1枚に
つき4名まで）

あだたら高原富士急
ホテル 3ホテル共通1枚に

つき1室室料20％
又は自社企画宿泊
商品10％割引

富士宮富士急ホテル

甲府イーストサイド
ホテル

富士急グループホテ
ル 飲食割引券

レストラン・バー、
食事付入浴10％割
引（1枚につき4名
まで）

富士ゴルフコース
所定プレー料金か
ら2,000円割引（1
枚につき4名まで）

ゴルフパーク
［Bandi］

パ ッ ク 料 金 か ら
1,000円割引、土・
日・祝日2,000円割
引（1枚につき4名ま
で）

大富士ゴルフ場
所定プレー料金か
ら2,000円割引（1
枚につき4名まで）

ふじやま温泉

入館料　平日大人
750円 小人400円
土休日　大人1,000
円 小人500円（1枚
につき4名まで）

PICA山中湖ヴィレッジ

コテージ1棟（素泊り）
10％割引　レストラ
ン 「 F U J I Y A M A 
KITCHEN」5％割引

PICA富士吉田・PICA
富士西湖・キャンピ
カ富士ぐりんぱ

1枚につき1泊1室
10％割引

富士ミネラルウォーター 1枚につき20％割
引（1ケース以上）

富士急トラベル
パッケージ旅行代
金の5％割引（1枚
につき4名まで）

富士急ハイランドボ
ウリング場

1ゲーム350円（1
枚につき4名まで）

富士急オートサービス 車 検・点検・整
備　工賃10％割引

発行時期 有効期間

3月31日現在の株主様 5月末 11月30日まで

9月30日現在の株主様 11月末 翌年5月31日まで

● 株主優待券の発行時期及び有効期間

● 長期保有特別優待券について

注）長期保有特別優待券の有効期間に限り、「１年間」といたします。

当社の株主優待は毎年3月31日及び9月30日現在で
1,000株以上ご所有の、株主様のご所有株式数に対して
それぞれ5月下旬、11月下旬に発行いたします。

・長期保有特別優待券は過去3年間すべての基準日（3
月31日、9月30日）の株主名簿において、対象とな
る株式数以上を継続して保有し、かつ株主番号または
氏名・住所が継続して同一である株主様へ3年経過ご
とに発行しております。（3年に1度の発行となります。）
　�相続による名義人の変更があった場合、また、継続
保有されている株主様であっても基準日現在におい
て、何らかの理由で同一の株主名簿上に対象株式数
を保有していない場合は対象となりませんのでご注
意ください。

・長期保有特別優待券は年末年始、ゴールデンウィー
ク、旧盆（8月）等ホテルが定めた日のご宿泊にはご利
用いただけません。またレストラン利用料の割引額の
上限は3万円といたします。
　その他、ご利用方法については優待券の裏面をご覧
ください。

施設割引券電車・バス全線
優待パス 長期保有特別優待券

2 枚

2 枚

2 枚

5 枚

1 枚

1 枚

1 枚

「ハイランドリゾート
ホテル＆スパ」「ホテ
ルマウント富士」の
指定するツインルー
ム室料100％または
ホテル内レストラン
利用料30％割引券

× 3 枚

× 2 枚
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本　　社 : 山梨県富士吉田市新西原五丁目2番1号
東京本社 : 東京都渋谷区初台一丁目55番7号

http://www.fujikyu.co.jp/

本誌は再生紙を使用しています。
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